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今月の主な内容

8
今月の表紙
　志賀野七夕フェスタにゲスト出演し、子ども
たちと記念撮影する町のイメージキャラクター
「きみちょん」。（７月６日 /旧志賀野小学校グラ
ウンドにて）【５面に関連記事】
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葬
祭
場
２
ヶ
所
な
ど
建
設
へ
!!

７
月
１
日
に
起
工
式

五色台聖苑

今
年
も
、
敬
老
の
日
が
ま
い
り
ま
し
た
。
紀
美
野
町
の
高
齢
者
の
皆
様

の
ご
長
寿
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
25
年
度　

敬
老
会
の
お
知
ら
せ

来
る
９
月
７
日
（
土
）
美
里
地

区
・
９
月
８
日
（
日
）
野
上
地
区

に
区
長
会
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
協
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
そ
の

他
各
種
団
体
の
皆
様
の
ご
協
力
を

得
て
、
町
主
催
に
よ
る
平
成
25
年

度
敬
老
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
本
年
度
よ
り
野
上
地
区
と
美
里

地
区
の
開
催
曜
日
が
変
更
さ
れ

て
い
ま
す
。

＊
平
成
25
年
９
月
30
日
で
75
歳
以

上
の
方
が
対
象
で
す
。

＊
敬
老
金
の
支
給
（
き
み
の
共
通

商
品
券
）

　

75
歳
以
上　
　

２
，０
０
０
円

　

80
歳
以
上　
　

３
，０
０
０
円

　

90
歳
以
上　
　

５
，０
０
０
円

　

100
歳
以
上　

１
０
，０
０
０
円

海
南
市
、
紀
の
川
市
、
紀
美
野

町
の
２
市
１
町
で
構
成
す
る
五
色

台
広
域
施
設
組
合
で
は
、
７
月
１

日
、
葬
祭
場
な
ど
を
建
設
す
る
五

色
台
聖
苑
総
合
整
備
事
業
聖
苑
増

築
工
事
の
起
工
式
を
建
設
地
（
同

聖
苑
駐
車
場
）
で
行
い
、
管
理
者

の
寺
本
光
嘉
町
長
を
は
じ
め
、
副

管
理
者
の
神
出
政
巳
海
南
市
長
と

中
村
愼
司
紀
の
川
市
長
、
組
合
議

員
な
ど
関
係
者
約
40
人
が
出
席
し

て
、
工
事
の
無
事
完
成
を
願
い
ま

し
た
。

現
施
設
は
建
築
か
ら
22
年
が
経

過
し
、
火
葬
需
要
の
増
加
、
並
び

に
葬
儀
形
態
が
メ
モ
リ
ア
ル
葬
に

移
行
し
、
葬
儀
式
場
数
の
確
保
を

図
る
た
め
、
今
回
施
設
整
備
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

新
施
設
の
概
要
は
、
鉄
骨
造
一

山川　　豊

日時：平成 25 年９月 8日（日）
　　　午後１時から
場所：紀美野町中央公民館　大ホール
内容：式典
　　　演芸　歌謡：山川　　豊
　　　　　　歌謡：原田　悠里
　　　　　　歌謡：河村　一樹

紀美野町敬老会（野上地区）

日時：平成 25 年９月 7日（土）
　　　午後１時から
場所：紀美野町文化センター　
内容：式典
　　　演芸　歌謡：山川　　豊
　　　　　　歌謡：原田　悠里
　　　　　　歌謡：河村　一樹

紀美野町敬老会（美里地区）

原田　悠里河村　一樹

去
る
3
月
17
日
、
か
し
こ
池
公

園
法
面
に
於
い
て
発
生
し
た
火
災

に
際
し
、
近
く
に
お
住
ま
い
の

方
々
が
一
早
く
火
災
を
発
見
し
、

一
致
協
力
し
て
消
火
栓
よ
り
ホ
ー

ス
を
延
長
、
強
風
で
火
の
粉
が
飛

び
交
う
中
、
初
期
消
火
を
実
施
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
迅
速
で
適
切
な
行
動
に
よ

り
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
た

こ
と
に
対
し
、
4
名
の
方
々
に
紀

美
野
町
消
防
本
部
消
防
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

感
謝
状
贈
呈
者

（
写
真
向
っ
て
左
か
ら
）

中
上　

好
明
さ
ん

山
本　

和
美
さ
ん

前
久
保　

覚
さ
ん

柳
瀬　
　

勝
さ
ん

初
期
消
火
協
力
者
に
感
謝
状
の
贈
呈

部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建

て
、
延
床
面
積
２
，
３
４
４
・
95

㎡
で
葬
祭
棟
（
式
場
２
ヶ
所
、
ロ

ビ
ー
２
ヶ
所
、
初
七
日
室
２
室
な

ど
）
と
火
葬
棟
（
火
葬
炉
３
基
、

告
別
ホ
ー
ル
１
ヶ
所
、
炉
前
ホ
ー

ル
１
ヶ
所
、
収
骨
室
２
室
な
ど
）

か
ら
な
り
、
平
成
26
年
９
月
末
完

成
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

管
理
者
の
寺
本
町
長
は
、「
完

成
の
暁
に
は
、
二
市
一
町
組
合
立

の
総
合
葬
祭
施
設
と
し
て
管
内
住

民
の
皆
様
方
に
、
大
き
く
寄
与
で

き
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。」
と
話
し
て
い
ま
す
。

穿う
が
ち
ぞ初

め
の
儀
を
行
う
管
理
者
の
寺
本
町
長
、

副
管
理
者
の
神
出
海
南
市
長
、
中
村
紀
の

川
市
長
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７
月
１
日
、
役
場
に
て
「
第
63

回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」、

「
第
49
回
夏
の
子
ど
も
を
ま
も
る

運
動
」
の
知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
寺
本
町
長
が
「
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く
か
、

ま
た
、次
世
代
を
担
う
青
少
年
が
、

心
身
と
も
に
健
康
で
た
く
ま
し
く

成
長
す
る
よ
う
、
皆
様
方
の
お
力

添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。」
と
あ

い
さ
つ
。
続
い
て
、
保
護
司
会
長

の
山
中
正
史
氏
が
仁
坂
吉
伸
和
歌

山
県
知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読

し
、
寺
本
町
長
に
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

式
後
、
保
護
司
会
、
更
生
保
護

女
性
会
、
警
察
補
導
員
会
、
青
少

年
育
成
委
員
会
、
海
南
保
健
所
の

方
々
に
よ
り
街
頭
啓
発
や
町
内
の

小
・
中
学
校
訪
問
が
実
施
さ
れ
、

チ
ラ
シ
や
啓
発
用
品
を
配
っ
て
協

力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」「
夏
の
子
ど
も
を
ま
も
る
運
動
」

　
 

知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

街
頭
啓
発
も
実
施

山中保護司会長から寺本町長に知事メッセージが伝達
されました。

動木地区で行われた街頭啓発

｢みんなで川を大切にしましょう｣

　良好な河川環境の保全、美化活動の一環として、本年度も住民の皆様
及び事業所等に御参加をいただき、河川の一斉清掃を実施します。
　皆様方のご参加をお待ちしております ( 作業は 2 時間程度です )
実 施 日　8 月 31 日 ( 土 ) ※雨天の場合は中止
集合時間　8 時 00 分
問い合わせ／美里河川愛護会　事務局　美里支所住民室

（℡ 495 － 3463）へ連絡ください。( 締切り 8 月 16 日まで )

地　区　名 集　合　場　所

下 神 野 地 区 美里中学校グラウンド

上 神 野 地 区 自然体験世代交流センター

国 吉 地 区 国吉多目的集会所

毛 原 地 区 毛原宮集会所前

長 谷 宮 地 区 旧 長谷小学校グラウンド

下 真 国 地 区 下真国交流センター駐車場

上 真 国 地 区 円明寺上北辰雄宅前

美里河川一斉清掃のお知らせ

「夏の子どもを
　まもる運動」

実施中！
防 災 意 識 の 高 揚

大地震の発生に備えて～地震は必ず起こります !! ～
津波からの避難の心得

●地震が起きれば「津波てんでんこ」にならい迷わず逃げる。
　「てんでんこ」とは、家族にも構わず各自で高台に逃げることです。
●津波避難三原則の実践
　「想定にとらわれるな」・「最善を尽くせ」・「率先避難者たれ」
●津波は繰り返し襲ってくるので、警報・注意報が解除されるまで

沿岸部には戻らない。

◆日頃の備え
□家具類の配置を点検し、壁や柱などに固定

する。
□家具の上に重い物は置かない。
□ガラス製品（窓・家具）には、飛散防止フィ

ルムを貼る。
□避難場所は事前に決めておき、実際に安全に避難できるかを確か

める。
□「家族防災会議」などで、災害時に落ち合う場所や連絡方法を決

めておく。
□非常食、飲料水、懐中電灯、下着類、救急薬品、ラジオ、貴重品

などをリュックサックなどに入れて、玄関などに置いておく。
海南警察署　℡ ０７３－４８２－０１１０

ただいま

～８月 31 日
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８月から『特別警報』の
発表を開始します!!

　気象庁はこれまで、大雨や津波、高潮などにより重大な災
害の起こるおそれがある時に、警報を発表して警戒を呼びか
けていました。より甚だしい大雨や大きな津波等が予想され、
重大な災害による危険性が高まっていることをお知らせし、
特別な警戒を呼び掛けるために、新たに「特別警報」を発表
します。特別警報の対象とする現象は「東日本大震災」、我
が国の観測史上最高の潮位を記録した「伊勢湾台風」の高潮、
紀伊半島に甚大な被害をもたらした「平成 23 年台風第 12
号」の豪雨等が該当します。
　特別警報が出た場合、お住まいの地域は数十年に一度しか
ないような非常に危険な状況にあります。屋外の状況や、避
難指示・勧告等に留意し、ただちに命を守るための行動をとっ
てください。
　また、大雨等の被害を防ぐには、時間を追って発表される
注意報、警報やその他の気象情報を活用して、早め早めの行
動をとることがあなたや家族の命を守ります。
特別警報の詳細は、気象庁ホームページでご確認ください。
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-
keiho/index.html
■問い合わせ
　気象庁和歌山地方気象台防災業務課
　℡ 073 ‐ 422 ‐ 5348

防災行政無線の放送内容が
電話で確認できます!!

　当町では、防災行政無線で放送した内容を電話で聞くこ
とができる「防災行政無線電話対応システム」を整備して
います。
　台風シーズンを迎え、風雨等で内容が聞き取り難い場合
などご活用ください。
　聞くことができる放送内容は、放送されてから２４時間
以内で 20 件までとなっています。

電話はフリーダイヤルで、通話料が無料で
す。

（一部ご利用頂けない電話機種もあります。
詳しくは、各電話機メーカーに確認願いま
す。）

切り取って、電話機の近くに貼っておいて
下さい。

■問い合わせ
　総務課特別対策室　℡ 489 ‐ 5912

■
申
込
書
受
付
期
間

　

９
月
２
日
（
月
）
～

　

９
月
13
日
（
金
）
ま
で

■
申
込
書
配
布
・
受
付

　

問
い
合
わ
せ　

　

建
設
課

　

℡
４
８
９
‐
５
９
０
４（
直
通
）

　

又
は
和
歌
山
県
下
水
道
協
会

　

℡
（
０
７
３
）
４
３
５
‐
１
０
９
３

※
申
込
書
配
布
は
県
庁
下
水
道

課
、
県
下
水
道
公
社
及
び
各
振

興
局
で
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い

る
次
の
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返

し
し
て
い
ま
す
。

１
．
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚

げ
て
来
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸

地
の
税
関
又
は
海
運
局
に
預
け

ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど

２
．
外
地
の
総
領
事
館
や
日
本
人

自
治
会
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通

貨
・
証
券
な
ど
の
う
ち
、
そ
の

後
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

　

お
心
当
た
り
の
方
は
税
関
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

御
本
人
だ
け
で
な
く
、
御
家
族

の
方
も
問
い
合
わ
せ
や
返
還
請

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

保
管
証
券
返
還
の
御
案
内
は
、

大
阪
税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

大
阪
税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

ア
ド
レ
ス　
　

http://w
w
w
.

custom
s.go.jp/osaka/

■
主　

催

　

和
歌
山
県
下
水
道
協
会

■
試
験
日

　

平
成
25
年
11
月
24
日
（
日
）

■
試
験
会
場

　

和
歌
山
県
民
文
化
会
館
（
和
歌

山
市
小
松
原
通
り
一
丁
目
１
番

地
和
歌
山
県
庁
正
門
前
）

　
〔
11
月
10
日
（
日
）
同
会
場
に

て
希
望
者
に
受
験
講
習
を
実

施
〕

■
申
込
書
配
布
期
間

　

８
月
19
日
（
月
）
～

　

９
月
13
日
（
金
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　

大
阪
税
関　

和
歌
山
税
関
支
署

　

〒
６
４
０
‐
８
２
８
７

　

和
歌
山
市
築
港
６
‐
２
２
‐
２

　

和
歌
山
港
湾
合
同
庁
舎
内

　

℡
０
７
３
（
４
２
８
）
３
８
８
２

電気はムダなく安全に使いましょう
　コードや配線器具には電気を流してよい限度があります。
デーブルタックなどを使ってたこ足配線をすると、過度の電流
がながれて大変危険です。電源の差込口を分けるか、使用機器
を減らすなどの対策をしましょう。
　また、たこ足の状態であると、プラグの差し込みが甘くなり
やすく、接触不良による加熱発火のおそれがありますので、注
意してください。

防災行政無線電話対応システム
0120 － 2430 － 99

平
成
25
年
度
和
歌
山
県
下
水

道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
資
格
認
定
試
験

大
阪
税
関 

和
歌
山
税
関
支
署

か
ら
の
お
知
ら
せ
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７
月
６
日
（
土
）
午
後
１
時
か

ら
志
賀
野
七
夕
フ
ェ
ス
タ
（
主
催.

未
来
ｄ
ｅ
志
賀
野
／
代
表.

赤
阪

惠
子
さ
ん
）
が
旧
志
賀
野
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
中
心
に
開
か
れ
、

出
店
も
あ
り
家
族
連
れ
な
ど
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
は
、
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
だ
り
、
七
夕

飾
り
や
星
座
早
見
盤
作
り
を
し
た水遊びを楽しむ子どもたち

志
賀
野 

七
夕
フ
ェ
ス
タ

　

開
か
れ
る
!!

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
申
請
に
つ
い
て

70
歳
未
満
の
方
に
つ
い
て

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と

き
、
医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
が

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
支
払
い

と
な
る
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

を
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
70
歳

未
満
の
方
に
交
付
し
て
い
ま
す
。

こ
の
認
定
証
の
交
付
は
、
事
前
に

役
場
住
民
課
・
住
民
室
に
お
い
て

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

り
、
ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
設
け

ら
れ
た
簡
易
プ
ー
ル
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
く
水
遊
び
を
し
て

い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
町
の

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
き
み

ち
ょ
ん
」
も
登
場
。
子
ど
も
た
ち

と
記
念
撮
影
を
し
て
い
ま
し
た
。

海
南
市
か
ら
家
族
３
人
で
訪
れ

た
男
性
は
「
会
場
内
が
芝
生
で
い

い
で
す
ね
。
出
店
も
あ
り
、
子
ど

も
と
一
緒
に
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

「
保
険
証
」
と
「
印
鑑
」
を
持
参

の
上
、手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
既
に
交
付
を
受
け
て
い

る
方
は
、
現
在
お
持
ち
の
認
定
証

の
有
効
期
限
が
平
成
25
年
７
月
31

日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
使
用
さ
れ
る
場
合
は
、
更
新

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
住
民
税
非
課
税
の
方
は
、
入

院
時
の
食
事
代
が
減
額
に
な
る

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま

す
◎
自
己
負
担
限
度
額
に
つ
い
て

自
己
負
担
限
度
額
は
、
１
か

月
・
１
医
療
機
関
・
１
診
療
科
ご

と
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
２
つ
以
上

の
医
療
機
関
で
の
受
診
、
総
合
病

院
な
ど
２
つ
以
上
の
診
療
科
で
の

受
診
や
、
同
じ
医
療
機
関
で
の
外

来
と
入
院
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
計
算

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
入
院
時
の

食
事
代
や
室
料
差
額
な
ど
の
保
険

適
用
外
は
計
算
の
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

な
お
、
過
去
12
か
月
間
に
、
一

つ
の
世
帯
で
高
額
療
養
費
の
支
給

が
４
回
以
上
あ
っ
た
場
合
は
、
限

度
額
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

70
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て

70
歳
以
上
の
方
は
、
高
齢
受
給

者
証
（
ピ
ン
ク
色
）
を
提
示
す
る

こ
と
で
一
つ
の
医
療
機
関
に
お
け

る
入
院
時
の
窓
口
負
担
に
自
己
負

担
限
度
額
が
適
用
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
は
、
申
請
に
よ
り
「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◎
自
己
負
担
限
度
額
に
つ
い
て

自
己
負
担
限
度
額
は
、
１
か
月

ご
と
に
、「
病
院
・
診
療
所
」「
歯

科
」「
調
剤
薬
局
」
な
ど
を
区
別

せ
ず
合
算
し
ま
す
。
ま
た
、
外
来

は
個
人
ご
と
に
ま
と
め
、
入
院
を

含
む
自
己
負
担
限
度
額
は
世
帯
内

の
70
歳
以
上
の
方
（
国
民
健
康
保

険
加
入
者
）
で
合
わ
せ
て
計
算
し

ま
す
。
な
お
、
入
院
時
の
食
事
代

や
室
料
差
額
な
ど
の
保
険
適
用
外

は
計
算
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ

る
場
合
は
、「
限
度
額
適
用
認

定
証
」「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
は
交
付

で
き
ま
せ
ん
。

※
限
度
額
の
適
用
は
、
申
請
し
た

月
の
初
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

住
民
課
国
保
係

℡.

４
８
９
‐
５
９
０
３

美
里
支
所
住
民
室

℡.

４
９
５
‐
３
４
６
３

～
医
療
費
の
窓
口
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
～

国民健康保険
加入者の皆様へ

き
み
の
定
住
を

　

支
援
す
る
会
だ
よ
り

７
月
11
日
に
自
然
体
験
世
代
交

流
セ
ン
タ
ー
で
、
鎌
滝
地
区
の

方
々
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
地

域
説
明
会
の
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま

し
た
。

き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会
が

ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
る

か
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ア

ン
ケ
ー
ト
に
も
お
答
え
い
た
だ
き

ま
し
た
。

サ
ロ
ン
に
は
和
歌
山
大
学
の
学

生
２
人
も
参
加
し
、
地
区
の
生
活

習
慣
や
文
化
に
つ
い
て
お
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
積
極
的
に
地
域
説
明
会

の
開
催
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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保健センターだより
平成 25 年度衛生カレンダーをご覧ください。

子育て支援センターからのお知らせ

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　　　　　海南市大野中９３９　（℡　４８２－０６００）

■保育所開放のご案内〈お申し込みは、各保育所まで〉
　○野上第１保育所：8 月 12 日（月）・26 日（月）　℡４８９－２１４４
　○野上第２保育所：8 月 6 日（火）・20 日（火）　℡４８９－４９５３
　○神野保育所　　：8 月 7 日（水）・21 日（水）　℡４９５－２０４９
　○毛原保育所　　：8 月 28 日（水）　　　　　　　 ℡４９９－０１３１
■遊びの教室のご案内〈お申し込みは、支援センター　℡ 489 － 2144 まで〉
　※留守の場合は、野上第１保育所
　○コアラ　　　　8 月 7 日（水）9：30 ～ 11：30　子育て支援センター（水遊び）
　○カンガルー　　8 月 21 日（火）9：30 ～ 11：00　子育て支援センター
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申し込みよろしくお願いします。
■子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
　親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　【子育て支援センター】動木１５６（℡４８９－２１４４）
　　　　　　　　　　　月曜日～金曜日（土・日・祝は休み )(10：00 ～ 12：00・13：00 ～ 16：00）
　　　　　　　　　　　 8 月 12 日（月）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　　 8 月 26 日（月）は栄養士による栄養相談
　【自然体験世代交流センター】鎌滝６３６（℡４９５－３１２７）
　　　　　　　　　　　 8 月 8 日・22 日（第 2・4 木曜日）　（9：30 ～ 11：30）
　　　　　　　　　　　 8 月 8 日（木）は栄養士による栄養相談
　【育児相談】　支援センターでは、随時行っています。町内保育所でも相談を来所、電話などで行っています。
　　　　　　　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者　※子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。

健康アップ・チャレンジ教室のお知らせ
　総合福祉センター 2F のトレーニングルームで、マシンを使ったパワーリ
ハビリ教室を開催します。

健康相談のお知らせ（8 月の日程）

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（8：30 ～ 17：15）　　 ℡ 489 － 9960（直通）
　　　　 休日・夜間（17：15 以降）　.℡ 489 － 2430
〔場　所〕紀美野町下佐々 1408 － 4　紀美野町総合福祉センター内
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

■場　所：総合福祉センター
■と　き：毎週水曜日　7日、14日、21日、28日
■時　間：午前９時～11時　■対象者：住民すべての方
■内　容：健康に関することすべて
　　　　　・乳幼児の相談 ・離乳食の相談 ・健診結果の相談　等

　各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後のよりよい
生活につなげましょう。
　生活改善に関心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じますので、
お気軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定も行います。
問い合わせ　保健福祉課（℡４８９－９９６０）

■日　時　平成 25 年 9 月～ 11 月
　　　　　毎週木曜日　午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分
■期　間　３か月（できるだけ休まずに参加できる方）
■場　所　総合福祉センター 2F　トレーニングルーム
■対象者　65 歳～ 1）～ 3）に該当される方
　　1）チェックリストの項目に３つ以上該当される方
　　　　①　階段を昇るとき、手すりや壁をつたってしまう。
　　　　②　椅子から立ち上がる時、つい何かにつかまってしまう。
　　　　③　15 分位続けて歩くことはない。
　　　　④　この 1 年間に転んだことがある。
　　　　⑤　転倒に対する不安は大きい。
　　２）要支援・要介護認定のない方
　　３）主治医から運動を止められていない方 
■定　員　20 名（先着）
■問い合わせ・申し込み　保健福祉課　℡ 489-9960 まで
※保険代は自己負担
パワーリハビリとは、老化や障害により動かさなくなった関節を、トレー
ニングマシンを使用し軽い負荷のもとで動かすことで、動作性を改善し
ようとするものです。

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健康相談 健康診断書の作成等を行います。
（予約制） 8 月 12 日（月） 9：30 ～ 10：30（受付）

8 月 26 日（月） 9：30 ～ 10：30（受付）エイズ検査
肝炎ウイルス検査

検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせし
ます。（予約制）

検便 容器が必要な方は、事前にお渡しします。 8 月 12 日（月） 9：30 ～ 11：00（受付）
8 月 26 日（月） 9：30 ～ 11：00（受付）

こころの健康相談

こころの健康に不安を持つ方やその家族で相談を希望さ
れる方には、精神科医師が相談に応じます。

（一週間前までに要予約）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

８月 14 日（水）　 9：00 ～
８月 28 日（水）13：30 ～

骨髄バンク
登録検査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

8 月 12 日（月）10：30 ～ 11：30
8 月 26 日（月）10：30 ～ 11：30
※　予約制です。

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝・祭日は除く）

エイズ即日検査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された場
合は約２週間後）にお知らせします。

8 月 26 日（月）17：00 ～ 19：00
※　予約制です。

パワーリハビリで健康アップ！
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健康づくりコーナー 【問い合わせ・申し込み】
保健福祉課（総合福祉センター）℡ 489-9960

　平成 18 年 10 月に赴任させて頂き７年の月日が経ちました。見た目は柳岡副院長と同様、“こわ
もて”なイメージがあるかもしれませんが、話をして頂ければ優しさが解って頂ける？（患者様から
は先生は気さくに話せるわ～と言って頂いてます。）と思います。
　以前、外科医は手術を中心に治療してきましたが、時代は変化し、今ではなるべく“体に負担の少
ない手術”に心掛け、特に痔の術後の痛みから皆さん解放され ( 自分が経験してますので手厚いです
よ )“こんなんやったら悩まずにもっと早く手術しとけばよかった～！”と感謝され元気に退院され
てます。また、癌患者様の痛みの治療にも医大の緩和医療グループと連携し、できるだけ地元に近い病院で余生を過ごす
事のできるお手伝いをさせて頂くために緩和医療サポートチームを立ち上げ、在宅で過ごせる工夫もさせて頂いてます。
　更に、元気になるためには薬だけではなく、日頃の食事がもっとも重要な役割を担っていますから患者様の病態に合っ
た食事の工夫をいかに満足できるものに持っていくかを検討・実行する栄養サポートチームを立ち上げ、入院中の患者様
は勿論の事、周辺の医療施設や老健施設の方々とも連携し、“温故知新”の精神で日々精進しております。
　病院も来年に向け、電子カルテやオーダリングと言った事業に取り組み、より一層、患者様の待ち時間の短縮や事細や
かな医療が出来る様、微力ではございますが、がんばっていきたいと考えておりますので、病院でも気軽にお声掛けくだ
さい。

国保野上厚生総合病院だより （医師紹介⑧）
内視鏡室医長　堂

どう

西
にし

　宏
ひろ

紀
き

特定健康診査（国民健康保険）及びがん検診のご案内
～年に一度はあなたの大切な体の健康チェックをしましょう！！～

【集団健診日程】

他の集団健診日程・医療機関健診については、4 月に各戸配布している『衛生カレンダー』をご覧ください。

　■国保特定健診対象者　：　40 － 74 歳の紀美野町国保加入者。健診費用は無料。
　　　（※社会保険被保険者の方の特定健診受診方法については、それぞれの医療保険者にご確認ください。）
　■各がん検診対象者　：　20 歳以上の紀美野町民。検診費用は、がん検診１種類ごとに 500 円（40 歳以上は無料）。
　■歯科健診対象者　　：　紀美野町民。健診費用は無料。

日　　　程 場　　所 申し込み
締め切り

国保特定
健診

胃がん
検診

大腸がん
検診

肺がん
検診

乳がん
検診

子宮がん
検診 歯科検診

8 月 18 日（日）
午前 8 時～受付 美里支所 8 月 7 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 月 18 日（日）
午前 10 時～受付

長谷毛原
診療所 8 月 7 日 ○ ○

10 月 27 日（日）
午前 8 時～受付

総合福祉
センター 10 月 16 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＊乳がん検診につきましては、定員になり次第、受付を締め切らせていただきます。ご了承ください。

　海南市・紀美野町から委託をしている相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。
　「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方がわからない」など、障がいのある人や保護者、介護者などからのさまざまな相談に応
じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助などを行います。
　巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行います。）
　なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

障がい者巡回相談のお知らせ

対　象　者 月　　　日 場所・時間 予　　約　　先

精神障がいの方・
家族の方 8月6日（火）

総合福祉センター
　　　　　9：30 ～ 12：00

美里支所　　13：30 ～ 16：00

●野上厚生病院内相談支援事業所　 ℡４８９－２９０８
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」　℡４９４－３５３９

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

8月21日（水）
総合福祉センター

　　　　　9：30 ～ 12：00
美里支所　　13：30 ～ 16：00

●療育センターＡ
あ

Ｏ
お

Ｉ
い

　　　　　　 ℡４８３－０４５４
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」 ℡４９４－３５３９

熱中症に注意しましょう！ 熱中症予防には、「水分補給」と
「暑さを避けること」が大切です！

◎こまめに水分と塩分の補給をしましょう。
◎扇風機やエアコンなどを上手に利用しましょう。

◎風通しの良い涼しい服装を選びましょう。
◎日陰を利用し、こまめに休憩をとりましょう。
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お
知
ら
せ
・
募
集

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
機
器
更
改
作
業
の
た

め
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
サ
ー
ビ

ス
が
左
記
日
程
で
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
い

た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
休
止
日
〉

　

平
成
25
年
９
月
５
日
（
木
）

　

終
日

〈
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
〉

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行

・
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付

・
転
出
・
転
入
の
特
例
手
続
き　

な
ど

※
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
な
い
サ
ー

ビ
ス
は
、
通
常
通
り
ご
利
用
で

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課

　

℡
４
８
９
‐
５
９
２
０

■
場　

所　

　

紀
美
野
町
中
央
公
民
館

　
（
役
場
横　

動
木
２
８
８
の
４
）

■
対
象
者　

　

平
成
５
年
４
月
２
日
生
～
平
成

６
年
４
月
１
日
生
ま
で
の
方

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
総
務
学
事
課

　

℡.

４
８
９
‐
５
９
１
０

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
一
時
休
止
の
お
知
ら
せ

老齢基礎年金の額を増やしたい方には
「付加年金」という制度があります

　将来受給する年金額を、もう少し増やしたいと
お考えの方には「付加年金」という制度が設けら
れています。
　付加年金とは、国民年金の第１号被保険者の方
のみの制度です。（第１号被保険者とは、自営業者、
学生、フリーター、無職の方などです）

◆付加保険料を納められるのは
　国民年金の第１号被保険者の方で保険料を納付
している方です。保険料を免除されている方や、
国民年金基金に加入されている方は付加保険料を
納められません。60 歳以上 65 歳未満の方など、
国民年金の任意加入の方も付加保険料を納めるこ
とができます。なお、付加保険料は納付期限を過
ぎると納められません。

◆付加保険料と付加年金の額は
　付加保険料納付申出をして、通常の保険料とと

成
人
式
の
ご
案
内

■
日　

時　

　

平
成
26
年
１
月
12
日
（
日
）

　

受
付　

午
後
１
時
～

　

開
式　

午
後
１
時
30
分

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
募
集

真
国
地
区
で
開
催
さ
れ
る
「
世

界
民
族
祭
」
に
招
待
す
る
外
国
の

方
々
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

言
葉
の
壁
を
超
え
た
国
際
交
流

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
受
入
期
間

　

平
成
25
年
10
月
19
日
（
土
）
～

20
日
（
日
）
の
一
泊
二
日

■
受
入
人
数

　

１
家
庭
２
人
程
度

■
問
い
合
わ
せ

　
世
界
民
族
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

　

℡
４
９
７
‐
０
７
４
９

　
（
瀬
戸
山
）

高
校
生
と
一
緒
に
中
国
語
を

学
び
ま
せ
ん
か

中
国
語
会
話
の
基
礎
や
習
慣
を

高
校
生
と
い
っ
し
ょ
に
学
び
ま
せ

ん
か
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

■
期　

間

　

10
月
９
日
か
ら
翌
年
２
月
19
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日

午
後
３
時
20
分
よ
り
５
時
ま
で

■
講　

師　

田
渕
欣
也.

先
生

　

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
博
士
課

程
修
了
、
上
海
華
東
師
範
大
学

留
学

　

大
阪
市
立
大
学
都
市
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
ド
ク
タ
ー
研
究
員

■
費　

用　

テ
キ
ス
ト
代　

　

２
，０
０
０
円
程
度

■
募
集
人
数　

10
名
程
度

■
募
集
〆
切　

９
月
13
日
（
金
）

応
募
多
数
の
場
合
は
先
着
順
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

海
南
高
等
学
校
大
成
校
舎

　
℡
０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
０
６
９

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
和
歌
山
中
部

か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

【
園
芸
施
設
共
済
】

自
然
災
害
な
ど
で
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
・
ガ
ラ
ス
室
等
の
施
設
が
被

害
を
受
け
た
と
き
、
損
害
を
補
填

し
、
農
家
の
経
営
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
ま
す
。

農
家
の
み
な
さ
ん
の
負
担
を
軽

く
す
る
た
め
、
掛
金
の
半
分
を
国

が
負
担
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
和
歌

山
中
部
農
業
共
済
組
合
ま
で

　

本　
　

所

　

℡
０
７
３
７
‐
６
３
‐
５
１
２
１

　

海
草
支
所

　
℡
０
７
３
‐
４
８
２
‐
２
２
０
５

もに月額 400 円の付加保険料を納めることになり
ます。
　付加年金額は【200 円×付加保険料を納めた月
数】の計算式で計算されます。
　例えば、5 年間（60 カ月）納めたときの付加保
険料額は 24,000 円（400 円× 60 カ月）に対し、
65 歳から老齢基礎年金といっしょに支給される付
加年金の額は年額 12,000 円（200 円× 60 カ月）
となります。
　ただし、付加年金は老齢基礎年金といっしょに
支給されるため、繰上げ受給（早く受け取る）ま
たは繰下げ受給（遅く受け取る）をしたときには、
本体の老齢基礎年金と同じ割合で減額または増額
されることになります。

手続き窓口は、住民課または美里支所住民室です。
【問い合わせ】　　住民課　　℡ ４８９－５９０３
　　　美里支所・住民室　　℡ ４９５－３４６４
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■
募
集
職
種　

美
里
区
域
の
ゴ
ミ

収
集
作
業
助
手

■
募
集
人
員　

１
人

■
賃　
　

金　

　

日
額　

９
，２
０
０
円
（
昇
給
・

賞
与
及
び
退
職
金
な
し
）

■
雇
用
条
件　

平
成
25
年
10
月
1

日
現
在
、
18
歳
以
上
概
ね
60
歳

ま
で
の
方　

■
雇
用
期
間　

平
成
25
年
10
月
１

日
～
26
年
３
月
30
日
（
但
し
、

更
新
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

■
勤
務
日
時

　

月
曜
日
～
金
曜
日

■
休　
　

日　

土
曜
日
・
日
曜

日
・
国
民
の
祝
日

■
勤
務
時
間　

午
前
８
時
～

　

午
後
４
時
45
分

■
勤
務
場
所　

紀
美
野
町
美
里
区

域
塵
芥
処
理
場

■
保
険
制
度　

厚
生
年
金
、
健
康

保
険
、
雇
用
保
険
、
公
務
災
害

補
償
有
り

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
等

　

平
成
25
年
８
月
28
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～

■
試
験
場
所　

紀
美
野
町
役
場
本

庁
２
階　

会
議
室

■
申
込
方
法

　

履
歴
書
及
び
運
転
免
許
証
写
し

を
持
参
も
し
く
は
郵
送
に
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

尚
、
申
込
受
付
日
と
時
間
は
、

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午

紀
美
野
町
臨
時
職
員
の
募
集

に
つ
い
て

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
で
す
。

■
申
込
締
切

　

平
成
25
年
８
月
19
日
（
月
）

　

午
後
５
時
15
分
必
着
（
厳
守
）

■
申
し
込
み　

住
民
課

　

〒
６
４
０
‐
１
１
９
２

　

紀
美
野
町
動
木
２
８
７
番
地

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課
ま
た
は

美
里
支
所
住
民
室

　

℡
４
８
９
‐
５
９
０
３

　

℡
４
９
５
‐
３
４
６
４

紀
美
野
町
臨
時
職
員
の
募
集

に
つ
い
て

■
業
務
内
容　

　

地
籍
調
査
全
般
業
務
補
助

■
募
集
人
員　

１
人

■
雇
用
期
間　

６
ヶ
月
間

　

平
成
25
年
９
月
１
日
～

　

平
成
26
年
２
月
28
日

■
賃　

金

　

日
額　

１
１
，０
０
０
円

■
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
（
休
憩
１
時
間

含
む
）

■
雇
用
条
件

　

18
歳
以
上
概
ね
65
歳
ま
で
の
人

　
（
山
間
部
で
の
作
業
に
対
応
で
き

る
体
力
が
あ
り
、
鎌
及
び
草
刈
機

又
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
扱
え
る

人
）

■
加
入
保
険　

健
康
保
険
、
厚
生

年
金
保
険
、
雇
用
保
険

■
災
害
補
償　

和
歌
山
県
市
町
村

非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
組

合
規
約
に
よ
る
。

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
時　

平
成
25
年
８
月
23

日
（
金
）
午
前
10
時
～

■
試
験
場
所　

紀
美
野
町
役
場
本

庁
２
階
２
Ｂ
会
議
室

■
申
込
方
法
及
び
締
切
り

　

平
成
25
年
８
月
20
日
（
火
）

　

午
後
５
時
ま
で

　
（
土
、
日
曜
日
、
祭
日
除
く
）

　

履
歴
書
、
運
転
免
許
証
写
し
持

参
の
う
え
左
記
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
総
務
課
（
℡
４
８
９
‐
２
４
３
０
）

又
は
美
里
支
所.

地
籍
調
査
課

　
（
℡
４
９
５
‐
３
４
６
１
）

■
業
務
内
容
の
問
い
合
せ

　

美
里
支
所.

地
籍
調
査
課

　

℡.

４
９
５
‐
３
４
６
１

や
す
ら
ぎ
園
職
員
募
集
に

つ
い
て

■
職　

種　

看
護
師
（
若
干
名
）

■
応
募
資
格　

看
護
師
又
は
準
看

護
師
免
許
の
い
ず
れ
か
を
お
持

ち
の
方

■
年　

齢　

制
限
な
し

■
勤
務
場
所　

海
草
郡
紀
美
野
町

下
佐
々
１
４
０
８
番
地
７

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら

ぎ
園
内

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
選
考
日　

随
時

■
勤
務
時
間　
早
出
・
日
勤
・
遅
出
・

土
日
祝
祭
日
勤
務
可
能
な
人

■
待　

遇　

①
給
与
月
額
は
、
職

務
経
験
等
を
考
慮
し
、
給
与
条

例
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

　

職
歴
加
算
を
考
慮
し
た
上
で
決

定
し
ま
す
。

　

通
勤
手
当
・
時
間
外
勤
務
手

当
・
休
日
勤
務
手
当
・
期
末
勤

勉
手
当
・
退
職
金
制
度
・
昇
給

制
度
有　

そ
の
他
手
当
は
当
組

合
条
例
に
準
じ
る
。

■
申
込
方
法　

電
話
連
絡
の
う

え
、
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）・

資
格
証
明
書
（
写
し
）
持
参

■
問
い
合
わ
せ　

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
園
事
務
局

　

℡.

４
８
９
‐
３
６
３
１

　下記により町営住宅入居者の募集を行います。応募に
際し入居資格等が定められておりますので、詳しくは申
込要項をご覧ください。申込要項は、役場本庁（企画管
財課）・支所（住民室）で配布しております。

町営住宅入居者募集について

募集期間：平成 25 年 8 月 5 日（月）～ 16 日（金）
　　　　　午後 5 時（必着）
　　　　　なお、募集期間において申込みのない場合は、
　　　　　次の募集まで随時受付を行うものとします。
入居資格等について（詳しくは要項をご覧ください）

（1）単身又は同居しようとする者は親族であること。
（2）申込世帯員全員の算定月収額が 158,000 円以下

であること（裁量世帯については 214,000 円以
下であること）。（月収額の算定方法など詳しくは
企画管財課へお尋ねください。）

（3）現在、持ち家がなく住宅に困窮している方。
（4）申込時までの住民税、固定資産税、国民健康保険税

等を滞納していないこと。
（5）家賃、敷金を支払う能力があること。
（6）申込者及び同居人が暴力団員でないこと。
■受付・問い合わせ　企画管財課　４８９ ‐ ５９１３

団地・室名 毛原宮団地 203 号 (1 戸 )
所　在　地 紀美野町毛原宮 231 番地
間　取　り 洋室 (2)、和室 (1)、LDK、トイレ、風呂
敷　　　金 家賃の３ヶ月分

団地・室名 動木・平第 4 団地 60 － 3 号（１戸）
所　在　地 紀美野町動木１６１８番地
間　取　り 和室（3）、DK、トイレ、風呂
敷　　　金 家賃の３ヶ月分
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県
下
の
高
校
生
以
上
の
男
女
各
４

チ
ー
ム
、
計
８
チ
ー
ム
が
大
熱
戦
を

繰
り
広
げ
る
こ
の
熱
き
戦
い
を
、
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
！

■
日
時　

９
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

■
会
場　

ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
　
　
　

人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
入
場　

無
料

テ
ー
マ
『
日
本
型
食
生
活
で
毎
日

が
元
気
！　

～
ご
は
ん

と
お
か
ず
を
組
み
合
わ

せ
た
献
立
を
募
集
～
』

■
対
象　

保
育
園
児
・
小
学
生
・

中
学
生
と
家
族

■
内
容　

ご
家
族
や
お
友
達
と
み

ん
な
で
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
各
家
庭
で
伝
わ
る
伝
承
料
理

で
も
良
い
で
す
。）

　

料
理
の
レ
シ
ピ
は
、
１
食
分
と

し
ま
す
。

　

応
募
用
紙
に
記
入
し
、
料
理
の

絵
か
写
真
を
貼
っ
て
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

■
応
募
先　
各
保
育
所
・
小
中
学
校

■
応
募
締
切　

９
月
２
日
（
月
）

■
審
査
発
表　

入
賞
者
は
、
保
育

所
・
学
校
を
通
じ
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
そ
の
他　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
各
保
育
所
・
小
中
学
校
か

ら
配
布
し
ま
し
た
募
集
案
内
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　
　
（
℡
４
８
９
‐
９
９
６
０
）

じ
ど
う
か
ん
料
理
教
室
・
い
き
い
き
行
動
計
画

夏
休
み
！
料
理
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

【
ホ
ッ
ケ
ー
教
室
開
催
】

当
日
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
体

験
教
室
も
開
催
し
ま
す
。
参
加
費
無

料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
未
来
の
国
体
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
が

生
ま
れ
る
か
も
！
」

■
時
間　

午
前
９
時
～
９
時
30
分

（
午
前
８
時
30
分
～
受
付
）

★
平
成
27
年
、
紀
の
国
わ
か
や
ま

国
体
の
正
式
種
目
で
あ
る
成
年

男
女
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
が
、
紀
美

野
町
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

す
。
町
民
皆
様
の
力
で
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
! !

和
歌
山
県
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
! !

広
報
き
み
の
で
以
前
紹
介
し
た

よ
う
に
、
流
れ
星
の
正
体
は
大
き

さ
１
㎜
程
の
砂
粒
の
よ
う
な
も
の

で
す
。
こ
の
砂
粒
は
彗
星
（
す
い

せ
い
）
が
宇
宙
に
残
し
て
い
き
ま

し
た
。
彗
星
は
、
太
陽
を
回
り
な

が
ら
、
水
蒸
気
や
砂
な
ど
を
ま
き

散
ら
し
ま
す
。

ま
る
で
泥
ん
こ
の
子
ど
も
が
歩

き
回
っ
た
後
に
は
足
跡
や
砂
が
道

を
作
る
よ
う
に
、
彗
星
の
通
り
道

に
は
砂
粒
が
落
ち
て
い
ま
す
。
砂

粒
の
道
が
地
球
の
通
り
道
と
交

わ
っ
て
い
る
と
、
交
差
点
へ
や
っ

て
き
た
時
た
く
さ
ん
の
砂
粒
が
地

球
へ
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。
そ
れ

が
私
た
ち
に
は
流
星
群
と
し
て
映

る
の
で
す
。
毎
年
お
盆
の
頃
、
地

球
は
そ
の
交
差
点
に
や
っ
て
き
ま

す
。今

年
の
流
星
群
の
ピ
ー
ク
予
想

は
８
月
13
日
午
前
３
時
頃
で
す
。

天
文
台
で
は
ピ
ー
ク
に
合
わ
せ

て
、
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
観

望
会
を
実
施
し
ま
す
。

な
お
、当
日
は
休
館
日
の
た
め
、

電
話
や
メ
ー
ル
等
で
の
お
問
合
せ

に
お
応
え
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
休
館
日
に
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
た
め
、
８
月

14
日
（
水
）
を
臨
時
休
館
と
し
ま

す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

天
文
台
イ
ベ
ン
ト
情
報

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群

特
別
観
望
会

＠
文
化
セ
ン
タ
ー

真
夏
の
風
物
詩
「
流
れ
星
」

■
日
時　

８
月
12
日
（
月
）

　

午
後
10
時
～
翌
５
時
ま
で

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
そ
の
他　

参
加
無
料

　
　
　
　
　

申
込
不
要

■
概
要　

真
夏
の
風
物
詩
「
ペ
ル

セ
ウ
ス
座
流
星
群
」
を
皆
で
見

上
げ
ま
す
。

　
　

皆
が
安
全
に
寝
転
が
っ
て
見

上
げ
ら
れ
る
会
場
を
準
備
し
ま

す
。
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
や
マ
ッ

ト
な
ど
敷
物
を
各
自
ご
用
意
く

だ
さ
い
。
真
夏
と
は
言
え
夜
間

は
冷
え
ま
す
の
で
防
寒
対
策
を

忘
れ
ず
に
。

きいちゃん
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■
中
央
公
民
館

　

７
日　

き
み
の
音
頭
を
お
ど
ろ

う

　

14
日　

お
休
み

　

21
日　

し
ゅ
ろ
で
つ
く
ろ
う

　

28
日　

し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
で
あ
そ

ぼ
う

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

１
日　

夏
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

７
日　

お
は
な
し
会

　

14
日　

お
休
み

　

21
日　

貯
金
箱
を
作
ろ
う

　

28
日　

夏
の
思
い
出
ア
ル
バ
ム

を
作
ろ
う

中
央
公
民
館
と
文
化
セ
ン
タ
ー

に
設
置
し
た
七
夕
か
ざ
り
に
、

た
く
さ
ん
の
願
い
事
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

☆
ま
ほ
う
が
つ
か
え
ま
す
よ
う
に

☆
甲
子
園
に
行
き
た
い

☆
自
分
を
想
っ
て
く
れ
る
人
が
現

れ
ま
す
よ
う
に

･･･

皆
さ
ん
の
願
い
事
が

　
　

叶
い
ま
す
よ
う
に
！･･･

■
日
時　

８
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
～
４
時

■
場
所　
中
央
公
民
館
工
芸
美
術
室

■
対
象　

小
学
生
以
上
な
ら
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す

■
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　

中
央
公
民
館

～
星
に
願
い
を
～

図
書
室
だ
よ
り

■
展
示
期
間　

10
月
末
ま
で

■
展
示
場
所　
中
央
公
民
館
・
役
場

本
庁
・
文
化
セ
ン
タ
ー
・
美
里
支
所

【
野
上
第
一
保
育
所
】

う
え
あ
か
さ
か
こ
こ
み
・
う
し
ろ

し
ゅ
う
た
・
え
の
も
と
り
ゅ
う
じ
・

か
の
う
さ
よ
こ
・
な
か
ま
え
こ
こ

な
・
に
し
わ
き
ま
あ
さ
・
は
た
し

り
な
・
ま
つ
も
と
り
こ
・
や
ま
の

ゆ
う
だ
い

【
野
上
第
二
保
育
所
】

な
か
は
ら
り
ゅ
う
い
ち
ろ
う
・
よ

こ
た
に
ひ
ゆ
う

【
神
野
保
育
所
】

も
り
し
た
よ
し
と
・
つ
く
も
み
ん

と
・
じ
ょ
う
の
ひ
な
た

【
毛
原
保
育
所
】

さ
の
こ
は
る

【
野
上
小
学
校
】

髙
木
日
夏
里
・
栗
山
美
依
那
・
山

下
莉
央
・
中
原
大
志
・
尾
前
知
香
・

神
野
真
尋
・
平
松
拓
弥
・
西
川
諄
・

中
西
紅
羽

【
小
川
小
学
校
】

小
川
巧
貴
・
池
本
智
輝
・
垣
内
歩

実
・
横
谷
甲
朱
・
上
田
尚
弥
・
上

田
幸
哉

【
下
神
野
小
学
校
】

坂
安
佳
里
・
堂
西
玲
菜
・
髙
田
真

太
郎
・
土
井
多
麻
美
・
城
野
高
榮
・

折
口
心
音

【
毛
原
小
学
校
】

森
下
空
弥
・
佐
野
兼
愛
・
田
村
聖
・

又
野
珂
乃
・
森
下
あ
い
る

【
野
上
中
学
校
】

★
臨
時
休
室
の
お
知
ら
せ

８
月
15
日
（
木
）、
文
化
セ
ン

タ
ー
図
書
室
は
臨
時
休
室
い
た
し

ま
す
。
本
の
返
却
は
返
却
ポ
ス
ト

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
今
月
も
た
く
さ
ん
の
新
刊
が
入

り
ま
し
た
。
読
書
、
自
習
の
場

な
ど
に
図
書
室
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

奥
田
有
哉
・
木
下
隆
史
・
京
井
琳
・

桑
添
眞
里
奈
・
中
西
秋
音
・
平
松

奈
々
・
山
田
遙
香
・
赤
阪
怜
美
・
井

関
汐
里
・
竹
本
愛
理
・
津
﨑
実
乃
里

【
美
里
中
学
校
】

折
口
博
也
・
松
本
紘
規
・
井
本
裕

真
・
松
本
渉

【
長
谷
毛
原
中
学
校
】

西
澤
和
久
・
岡
地
成
吾

児
童
絵
画
展

～
君
の
絵
が
飾
ら
れ
て
い
る
よ
～

■
日
時　

８
月
17
日
（
土
）

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
参
加
費　
１
０
０
円（
工
作
材
料
費
）

■
持
ち
物　

す
い
と
う
、
タ
オ
ル

■
対
象　

保
育
園
児
、
小
学
生
、

中
学
生
。
た
だ
し
保
育
園
児
は

保
護
者
の
方
と
参
加
の
こ
と
。

■
内
容　
「
お
は
な
し
ポ
ン
」
さ

ん
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

と「
県
立
自
然
博
物
館
友
の
会
」

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
貝
殻
工
作

■
そ
の
他　

お
や
つ
あ
り
ま
す

■
共
催　

ほ
ん
の
森

■
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ

　
　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
４
８
９
‐
５
９
１
０
）

宝
く
じ
文
化
公
演
人
形
芝
居

「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
決
戦
！
竜
宮
島
」

■
日
時　

８
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
開
演

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
４
９
５
‐
９
０
５
５
）

★
チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中

夏
休
み
！
「
貝
殻
工
作
教
室
」

と
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」

第
８
回

紀
美
野
町 

文
化
祭

　

11
月
２
日
（
土
）

　
　
　

３
日
（
日
）

　
　
　

４
日
（
月
・
祝
）

作
品
展
示
会

■
日
時

　
２･

３
日.

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

４
日　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
（
児
童
生
徒
作
品
は
、
午
後
５

時
ま
で
展
示
）

■
場
所

　
【
一
般
】
中
央
公
民
館

　
【
児
童
生
徒
】
文
化
セ
ン
タ
ー

児
童
生
徒
発
表
会

■
日
時.

　

２
日　

午
後
１
時
～
４
時

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

一
般
芸
能
大
会

■
日
時.

　

３
日　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

茶
席

■
日
時.

　
２
・
４
日.

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
日
時 

　

３
日　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

※
作
品
・
出
演
募
集
に
つ
い
て
の

詳
細
は
来
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

日
程
決
ま
る
！！

成
人
式
の
ご
案
内

■
日
時　

平
成
26
年
１
月
12
日

（
日
）
午
後
１
時
30
分

　
（
受
付
午
後
１
時
～
）

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
対
象　

平
成
５
年
４
月
２
日
～

平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方
※
平
成
25
年
成
人
式
の
記
念
写
真

に
つ
い
て

　
　

去
る
平
成
25
年
１
月
13
日

（
日
）
に
中
央
公
民
館
で
成
人

式
を
行
い
ま
し
た
。
出
席
さ
れ

た
方
で
記
念
写
真
を
取
り
に
来

て
い
な
い
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
ん
か
？

　
　

当
日
お
渡
し
し
た
引
換
券

を
持
参
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　
　

な
お
引
換
券
を
紛
失
さ
れ
た

方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
　

教
育
委
員
会
総
務
学
事
課

　
　
（
℡
４
８
９
‐
５
９
１
０
）

交
流
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

『
し
ゅ
ろ
で
つ
く
ろ
う
！
昔
な
が
ら
の

「
は
え
た
た
き
」』
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天て
ん

狗ぐ

藤と
う

衛え

門も
ん

と
鬼お
に

五ご

郎ろ
う

兵べ

衛え

毎
日
新
聞
社
杯
大
会
開
催
!!

毎
日
新
聞
野
上
販
売
所
主
催
で

第
34
回
毎
日
新
聞
社
杯
争
奪
少
年

野
球
大
会
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

の
２
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
達
の
笑
顔
と
元
気
な
声
が

グ
ラ
ウ
ン
ド
と
体
育
館
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

各
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
少
年
野
球
大
会
】

■
日
程　

６
月
23
日
（
土
）

■
場
所　

ス
ポ
ー
ツ
公
園
多
目
的

運
動
広
場

■
優　

勝　
美
里
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

■
準
優
勝　
野
上
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
】

■
日
程　

７
月
13
日
（
土
）

■
場
所　

ス
ポ
ー
ツ
公
園
体
育

館
・
農
村
セ
ン
タ
ー

■
優　

勝　

吉
備
ジ
ュ
ニ
ア

■
準
優
勝　

和
佐
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

て
い
る
う
ち
に
、
み
る
み
る
体
ご

と
、
そ
っ
く
り
入
っ
て
し
も
た
ん

や
。『え

ら
い
こ
っ
ち
ゃ
。
天
狗
藤

衛
門
が
、
と
っ
く
り
に
入
っ
て
し

も
た
。』
と
み
ん
な
が
さ
わ
い
で

い
る
と
、
鬼
五
郎
兵
衛
が
、『
わ

し
も
、
こ
れ
か
ら
入
っ
て
み
よ

か
。』
と
、
と
っ
く
り
に
足
を
入

れ
始
め
た
ん
や
。
そ
し
た
ら
、
ま

た
、
か
た
足
か
ら
ぐ
う
ぐ
う
入
り

は
じ
め
た
ん
や
て
え
。

『
え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
。
と
っ
く

り
の
中
へ
、
天
狗
藤
衛
門
と
鬼
五

郎
兵
衛
が
二
人
と
も
入
っ
て
し
も

う
た
。』
と
お
ど
ろ
い
て
、
と
っ

く
り
の
中
を
の
ぞ
き
こ
ん
で
い
る

と
こ
ろ
へ
、
一
人
の
村
人
が
坂

道
を
登
っ
て
き
て
、『
お
ま
え
ら
、

一
体
こ
こ
で
何
し
て
ん
の
や
。』

と
言
う
ん
で
、『
い
や
あ
、
今
、

天
狗
藤
衛
門
と
鬼
五
郎
兵
衛
が
、

と
っ
く
り
の
中
へ
入
っ
た
ん
で
、

も
う
出
て
く
る
や
ろ
と
、
の
ぞ
い

て
い
る
ん
や
。』
と
言
う
と
、

『
そ
り
ゃ
あ
か
ん
。
こ
の
下
の

道
を
、
お
う
こ
と
も
っ
こ
を
か
つ

い
だ
二
人
が
鼻
歌
歌
と
て
歩
い
て

い
っ
た
で
。』
と
笑
う
ん
で
、
み

ん
な
は
『
こ
り
ゃ
ど
む
な
ら
ん
。

だ
ま
さ
れ
た
。』

と
び
っ
く
り
す
る
や
ら
、
は
ら

が
立
つ
や
ら
で
、
後
を
追
う
て
み

る
と
、
あ
ん
の
じ
ょ
う
天
狗
藤
衛

門
と
鬼
五
郎
兵
衛
は
、
と
っ
く
に

志
賀
野
の
家
に
帰
っ
て
い
た
ん

や
。そ

れ
ほ
ど
二
人
は
、
み
ご
と
な

ま
じ
ゅ
つ
し
や
っ
た
ん
や
と
。

―

む
か
し
、志
賀
野
の
東
野
に
、

か
や
の
木
の
し
げ
っ
た
森
が
あ
っ

た
ん
や
。
そ
の
森
の
は
た
に
、
天

狗
藤
衛
門
と
鬼
五
郎
兵
衛
と
よ
ば

れ
る
、
力
の
強
い
兄
弟
が
住
ん
で

い
た
ん
や
と
。

そ
の
こ
ろ
は
、
村
人
は
高
野
山

へ
年
ぐ
を
お
さ
め
て
い
た
ん
や
。

一
人
で
三
斗
ず
つ
お
米
を
せ
負

て
、
夜
中
に
な
ら
ん
う
ち
か
ら
、

み
ん
な
で
高
野
山
へ
出
か
け
た
ん

や
。
そ
ん
な
と
き
兄
弟
は
一
生
け

ん
命
は
た
ら
い
た
ん
や
と
。

み
ん
な
で
よ
う
よ
う
年
ぐ
を
お

さ
め
て
、
高
野
山
の
ふ
も
と
の
花

坂
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
お
り
て
き

た
ん
で
、『
や
れ
や
れ
、
年
ぐ
も

ぶ
じ
お
さ
め
て
し
も
う
た
。
ひ
と

休
み
し
て
酒
で
も
飲
も
か
。』
と

一
し
ょ
う
ど
っ
く
り
に
入
っ
た
酒

を
飲
む
う
ち
、
と
う
と
う
か
ら
に

な
っ
て
し
も
う
た
。

す
る
と
、
天
狗
藤
衛
門
は
、『
こ

の
と
っ
く
り
の
中
へ
入
っ
て
み
よ

う
か
。』と
言
い
出
し
た
の
で
、『
そ

ん
な
と
っ
く
り
の
中
へ
入
れ
る
か

よ
う
。』
と
、
み
ん
な
笑
ろ
て
た

ん
や
て
え
。

そ
や
け
ど
、
天
狗
藤
衛
門
が
、

と
っ
く
り
の
口
に
か
た
足
を
つ
け

て
、
ぐ
ぐ
う
、
ぐ
ぐ
う
と
お
し
つ

け
て
い
く
と
、
か
た
足
が
入
っ
て

し
も
た
ん
や
と
。『
か
た
足
が
入

る
て
、
お
っ
か
し
な
あ
。』
と
見

　このたび、野上 Jr バレーボールサークル
が発足しました。
　バレーに興味のある小学生は男女問わず
遊びに来てください。
　活動場所及び活動時間は下記のとおりで
す。
　わからない事があれば、お気軽にお問い
合わせください。

─ わが町サークル ─
野上 Jr バレーボール
サークル部員募集☆

■場　所　野上小学校体育館
■日　時　毎週火・木曜日
　　　　　午後 7時～ 8時 30 分
■代表者　仲　麻実
■連絡先　TEL：080 － 3792 ‐ 6069

■テ ー マ「かがやく笑顔・仲間・いのち」
■応募資格　県内在住又は県内に通勤・通学の方
■応募方法　E-mail 又は郵送
■応募期間　9月 30 日（月）まで
■応募先および問い合わせ　
　海草地方人権尊重の社会づくり推進連絡協議会
　TEL：073 - 441 - 3353
　E-mail：e1301111@pref.wakayama.lg.jp
　〒 640 - 8585
　　和歌山市小松原通１－１
　　海草振興局地域振興部内
■そ の 他　詳細については回覧、中央公民館、文化セン
　　　　　　ター等に置いてあるチラシをご覧ください。
☆応募者全員に紀の国わかやま国体「きいちゃん」
　ハンドタオルをプレゼント！抽選で５名様に
　紀美野町特産品が当たります。

あなたにとどけ、この気持ち
～写真＆人権メッセージ作品募集～

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
八
十
五

QRコードで携帯電話
から応募できます。

美里スポーツ少年団
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『志高く、歌声、挨拶が響き、笑顔と花のある学校』
は野上小学校の校訓です。
児童会の役員が毎朝交替で校門に立ち、登校して
くる子どもたち一人一人に「おはようございます」
と声をかける『挨拶運動』。笑顔の挨拶での一日の
スタートは、お互いに元気をもらえるすてきな一日
のスタートです。挨拶をかわし校門を入ると、中庭
ではたくさんの花が出迎えてくれます。紀美野町花
いっぱい運動実行委員会、そして皆橋石油店さんか
らいただいたたくさんの花苗（ベゴニア・ポーチュ
ラカ・マリーゴールド・ペチュニアなど）が元気に
育ち、きれいな花を咲かせています。季節ごとの植
え替えや草引き、毎日の水やりは園芸委員会の子ど
もたちの活動です。飼育小屋をのぞき込み「うさぎ」
や「にわとり」に癒される子どもたちがいます。飼
育委員会の子どもたちが毎日世話をしています。こ
の他にも５・６年生の児童により構成されている、
合わせて 11の委員会が活動しています。
自分たちの手で自分たちの環境を整えていく自
治活動の経験は、将来
子どもたちがより良い
環境づくりを目指し
て、自分の周りの人と
力を合わせて生きてい
くための大きな力にな
ると思います。

夏休み！子どもたちは元気に走り、都会に住む
お孫さんがやってくる季節です。子どもたち、お
孫さんたちが紀美野の自然に親しむ絶好のチャン
ス。ちょっと夜更かしして美しい星空を眺めてみ
ませんか？
夕方７時半、西の空低くに金星が見えます。夕
焼けの中に唯一輝く星として見つけられます。10
日（土）には細い月とならびとても綺麗です。
　ペルセウス座流星群（ふれあいネット１面参
照）の頃から、黄昏の空に月が見えます。21日（水）
の満月まで、日に日に満ちてゆく姿を見ると、幸
せな気持ちになります。望遠鏡ならクレーターを
見るチャンスです。一方、天の川は、月の見えな
い時。上旬か下旬が見ごろとなります。
金星の位置の変化や月の形見える方向の変化を
　毎日記録すれば自由研究にもなります。ぜひこの
夏は、星空に目を向けてみて頂ければと思います。

鷺さ
ぎ

草そ
う

の
水
の
匂
ひ
の
方
に
向
き　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
拝
な
を
み

酒
好
き
の
好
み
の
辛か
ら

さ
夏
大
根　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡　

哲
夫

長
靴
の
土
洗
ひ
ゐ
る
谷
涼
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
野
昭
子

夕
立
や
地
下
街
と
い
ふ
繁
華
街　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阪
口
早
苗

我
思
ふ
故
に
我
あ
り
昼ひ
る

寝ね

覚ざ
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
惇
子

籐と
う

椅い

子す

や
福
祉
の
厚
き
国
に
住
み　
　
　
　
　
　
　
　
　

前　
　

廣

木こ
だ
ま霊
す
る
青
き
谷
間
の
河か

鹿じ
か

笛ぶ
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
根
利
子

硝が
ら
す子
器き

に
露
の
降お

り
た
る
夏
料
理　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
井
重
信

無
住
寺
に
明
か
り
の
見
え
て
河か

鹿じ
か

川　
　
　
　
　
　
　

手
拝
て
る
代

校
庭
の
く
す
の
き
に
吹
く
夏
の
風　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
田
進
介

貯
め
お
き
し
時
代
劇
観
る
錦
之
介

　
　
　
　
　

橋
蔵
ワ
ク
ワ
ク
左
膳
の
大
友　
　
　
　
　
　

吉
村
邦
彦

せ
ゝ
ら
ぎ
の
辺
ほ
と
り
の
闇
に
聴
く
琴
の

　
　
　
　
　

調
べ
な
つ
か
し
ま
り
と
殿
様　
　
　
　
　

角
谷
と
し
み

何
時
の
日
か
別
れ
あ
る
と
思
ひ
い
し

　
　
　
　
　

温
み
の
消
え
る
夫
を
抱
き
し
む　
　
　
　
　

黒
西
葉
子

電
話
ひ
と
つ
鳴
ら
な
け
れ
ば
声
出
し
て

　
　
　
　
　

も
の
言
っ
て
み
る
一
人
居
の
午
後　
　
　
　

河
野
昭
子

野
辺
に
出い

で
し
ゃ
が
み
て
お
れ
ば
想
い
出
は

　
　
　
　
　

在
り
し
日
の
夫つ
ま

走そ

う

ま

馬
灯
の
ご
と
し　
　
　

小
根
田
牧
子

着
実
に
母
の
足
跡
踏
み
し
め
て

　
　
　
　
　

今
も
歩
き
ぬ
生
真
面
目
な
道　
　
　
　
　

西
佐
古
祐
子

梅
雨
と
う
に
暑
い
日
続
き
水
不
足

　
　
　
　
　

田
植
え
は
ど
う
か
と
農
を
危
ぶ
む　
　
　
　

椎
山
初
子

濃
き
淡
き
緑
の
地
平
を
空
は
見
ゆ

　
　
　
　
　

ス
ケ
ー
ル
大
き
詩う
た

拾
い
た
し　
　
　
　
　

梶
谷
美
瑳
子

孫
を
負
い
背せ

中な

で
聞
か
せ
た
子
守
歌

　
　
　
　
　

「
ね
ん
ね
の
道
」
と
孫
は
言
う
な
り　
　
　

寺
岡
幸
子

炎
天
下
き
り
り
と
太
陽
背
に
受
け
て

　
　
　
　
　

し
っ
か
り
し
ろ
よ
と
日
廻
り
の
花　
　
　

笹
田
美
代
子

歌　

の　

小　

道

天文台だより
「この夏、見ごろの星」

主任研究員　小澤友彦

学校だより
『志高く、歌声、挨拶が響き、
　　　　　　笑顔と花のある学校』

紀美野町立野上小学校
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火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
消
す
ま
で
は　

心
の
警
報　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
」

6 月の消防の動き
●火災発生数…1件（建物）
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 32（　） 32（　）
一 般 負 傷 9（　） 9（　）
交 通 事 故 3（　） 3（　）
そ の 他 2（　） 2（　）
合 計 46（　） 46（　）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

７
月
７
日
の
七
夕
に
ち
な
み
町

内
の
各
保
育
所
で
「
防
火
七
夕
祭

り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、「
ひ
あ
そ
び
し

ま
せ
ん
」・「
ひ
の
よ
う
じ
ん
」
と

い
っ
た
防
火
の
誓
い
や
、「
プ
リ

キ
ュ
ア
に
な
り
た
い
」・「
や
き
ゅ

う
せ
ん
し
ゅ
に
な
り
た
い
」・「
か

ん
ご
し
さ
ん
に
な
り
た
い
」・「
パ

ン
や
さ
ん
に
な
り
た
い
」
な
ど

色
々
な
願
い
の
こ
も
っ
た
短
冊
と

き
ら
び
や
か
な
飾
り
を
笹
い
っ
ぱ

い
に
吊
る
し
た
見
事
な
笹
飾
り
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
園
児
か
ら
い
た
だ
い
た

笹
飾
り
を
消
防
署
前
に
飾
り
つ
け

る
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
道
行
く

人
へ
ひ
と
き
わ
華
や
か
に
防
火
の

Ｐ
Ｒ
を
果
た
し
て
く
れ
ま
し
た
。

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
傷
病
者
の
そ
ば

に
居
合
わ
せ
た
人
）
に
よ
る
応
急

手
当
が
極
め
て
重
要
で
す
。
も
し

も
の
時
の
為
に
、
あ
な
た
も
受
講

し
て
み
ま
せ
ん
か
！

尚
、
現
在
修
了
証
を
お
持
ち
の

方
で
前
回
受
講
し
て
か
ら
今
年
中

に
２
年
を
迎
え
る
方
は
、
再
講
習

を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

■
講
習
内
容

　
（
１
）
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

　
（
２
）
大
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

　
（
３
）
そ
の
他
応
急
手
当
に
関

す
る
こ
と

■
講
習
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
の
３

時
間
講
習
で
す
。

■
講
習
場
所　
紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料　

無　

料

■
申
込
期
限　

受
講
し
よ
う
と
す

る
月
の
前
月
の
20
日
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

紀
美
野
町
消
防
本
部

　

警
防
課
ま
で

　
（
℡.

４
８
９
‐
６
３
０
２
）

■
そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体

で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
９
月
８
日（
日
）

で
す
。

消防署前の笹飾り

住
宅
防
火
訪
問
に

協
力
の
お
願
い

消
防
署
で
は
住
宅
防
火
対
策
の

向
上
を
図
る
べ
く
、
防
火
訪
問
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

消
防
職
員
が
各
戸
に
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

野上第 2保育所 野上第 1保育所（年長）

神野保育所 毛原保育所

☆
小
さ
な
手
で　

　
　

星
に
託
し
た　

　
　
　
　

大
き
な
思
い
☆

町
民
の
皆
様
へ
のお願

い

町
内
の
県
道
や
町
道
等
に
お
い

て
、
道
路
や
歩
道
に
樹
木
の
枝
等

が
民
地
（
山
林
等
）
か
ら
は
み
出

し
、
救
急
車
や
消
防
車
の
緊
急
走

行
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
箇
所
が

あ
り
ま
す
。
消
防
署
で
は
、
緊
急

時
に
迅
速
に
現
場
到
着
で
き
る
よ

う
心
掛
け
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

よ
う
な
場
所
が
あ
る
こ
と
に
よ
り

現
場
到
着
に
遅
れ
が
生
じ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
起
こ
る
事
の
無
い
為
に
、
地
権

者
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
道
路

に
は
み
出
し
た
枝
等
の
伐
採
を

適
宜
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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暑中お見舞い申し上げます。
毎日、暑い日が続きますが如何お過ごしですか。旅行

や海水浴などを計画されている方も多いと思います。こ
の夏を楽しくお過ごしください。
また、15 日 ( 木 ) には、「きみの夏祭り」が木の温もり

広場（文化センター内）で開かれ、花火大会をはじめ盛
り沢山なイベントが催されます。皆さんお誘い合わせの
うえご来場ください。

町 民 カ レ ン ダ ー

　「山椒は小粒でもぴりりと辛い」ということわざがある
ように、山椒に含まれる辛味成分のサンショオールやサン
ショアミドなどにより、少量でも口がしびれてしまいます。
昔から山椒は「毒消し」と言われており、漢方医学では、
解毒や鎮痛、消化不良などに用いられています。和歌山県
は山椒の生産量、栽培面積とも日本一を誇り、主産地は有
田川町と紀美野町になっています。町内では山椒を作って
いる農家は多いですが、山椒の摂取量は地元では多くはな
いように思います。色んな効能のある山椒なので、幅広く
利用したいものですね。
　今回は以前テレビで紹介されたレシピの中から山椒入り
の「たれ」をご紹介します。

山椒入り万能たれ
（材料）
　サラダ油　大さじ２　・　にんにく ( みじん切り ) 1 片
　醤　　油　大さじ 3　・　砂　　糖　　　 小さじ 1/2
　酒　　　　小さじ１　・　粉 山 椒　　　 小さじ 1/2
　水　　　　200ml

編 集 後 記 紀美野町の人口
総人口………… 10,195 人
　男　………… 4,735 人
　女　………… 5,460 人
世帯数………… 4,546 世帯

（平成25年6月末現在）　　

　紀美野町面積 128.31km2

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第 38 回）
（作り方）
１、鍋にサラダ油とにんにくを入れ、中火で香りが出るま

で加熱する。
２、（１）に水、醤油、砂糖、酒を加え、強火にして完全

に溶かす。
３、（２）に粉山椒を加え、なじませたら出来上がりです。
＊お好みの野菜にたっぷりとかけてお召し上がりくださ

い。地元の山椒で夏バテした体をチャージし、体にこもっ
た邪気を追い払い、暑い夏を元気で過ごしましょう。

粉山椒の保存方法
　山椒の粉は、開封後はなるべく空気に触れさせないよう
にして冷暗所で保管するのが刺激成分を長持ちさせるため
には一番適した方法です。密封容器に入れて冷凍保存し、
必要な量だけ出してすぐにしまっておきましょう。　

産業課より

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ（073）

7 日（水） 移動町長室【28 日（水）】 美里支所 総務課 489-5912

住民室 495-3471

9 日（金） 19:00 ～ ナイター走ろう会・ホッケー教室 スポーツ公園 生涯学習課 489-5915

11 日（日） 11:00 ～ 犬・ねこの飼い方講習会【17 日（土）・25 日（日）】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500

12 日（月） 22:00 ～ ペルセウス座流星群観望会 文化センター みさと天文台 498-0305

15 日（木） 16:00 ～ 第 8 回きみの夏祭り
木の温もり広場
( 文化センター )

商工会 489-3260

22 日（木） 13:00 ～ 行政相談【～ 15:00】
※都合により、今月は第 4 木曜日に変更し
　ています。

中央公民館 総務課 489-5912

美里支所 住民室 495-3471

24 日（土） 14:00 ～ 宝くじ文化公演　人形芝居ゲゲゲの鬼太郎 文化センター 文化センター 495-9055
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８
月
15
日
（
木
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紀
美
野
町

文
化
セ
ン
タ
ー
の
木
の
温
も
り
広

場
で
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第
８
回
き
み
の
夏
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
花
火
大
会
を

は
じ
め
盆
踊
り
や
色
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
当
日
は
交
通
規
制
が
あ

り
ま
す
の
で
お
早
め
に
ご
来
場
く

だ
さ
い
。（
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
ご
来
場
く
だ

さ
い
。）

臨
時
駐
車
場
か
ら
会
場
ま
で
の

無
料
送
迎
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
別

に
配
布
し
て
い
ま
す
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。　

荒
天
の
場
合
は
８
月
16
日（
金
）

へ
順
延
い
た
し
ま
す
。
但
し
、

「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー　

ウ
ィ
ザ
ー
ド
」

シ
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ー
や
他
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
は
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止
と
な
り
ま
す
。
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内
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℡
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０
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‐
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０

広 告

第8回 きみの夏祭りプログラム
16：00 ～　県立海南高等学校美里分校和太鼓部
16：15 ～　スポーツ少年団新体操クラブ
16：20 ～　野上中学校吹奏楽部
16：40 ～　スターキッズクラブ
16：50 ～　県立海南高等学校大成校舎
　　　　　 軽音楽部「Free Style」
17：10 ～　紀美野フラ ･ サークル「アロハ」
17：20 ～　紀美野町吹奏楽団
17：40 ～　開会セレモニー
18：05 ～　仮面ライダー ウィザード
18：55 ～　りら創造芸術高等専修学校
19：20 ～　河村一樹（演歌）
19：35 ～　小椋誠也（アコースティックライブ）
19：50 ～　盆踊り
20：30 ～　花火大会
21：00　　 終了

※天候等諸事情によりプログラムを変更する
場合がございますので予めご了承下さい。

■入場料（全自由席）
　2,000 円（当日 2,500 円）
　前売りで完売した場合、当日券はありません。
　未就学児同伴のご入場はご遠慮ください。
■チケット販売開始
　８月 7 日（水）
　販売時間は各施設の開館、就業時間内です。
　予約受付けはいたしません。
■チケット販売場所
　中央公民館　文化センター　役場美里支所

小川地区公民館　志賀野地区公民館　長谷
毛原出張所　真国出張所　国吉出張所　総
合福祉センター

■主　　催　紀美野町　紀美野町教育委員会
■問い合せ　
　紀美野町中央公民館　℡ 489 － 5915
　和歌山県海草郡紀美野町動木 288-4 番地

9月 7日（土）開演　午後 6 時 30 分
　　　 （開場　午後 6時）

紀美野町文化センター　みさとホール
（紀美野町神野市場 218 番地）
出演　山川豊　原田悠里　河村一樹

山川　　豊 原田　悠里 河村　一樹

日
時
：
平
成
25
年
８
月
15
日（
木
）
午
後
４
時
ス
タ
ー
ト

場
所
：
木
の
温
も
り
広
場

　
　
　
　
（
紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー
内
・
下
神
野
小
学
校
隣
）

き
み
の
夏
祭
り

第８回

町民癒しのコンサート
いや


